





























































































































邦枝完二は当時時事新報社勤務、「蛍草」は久米正雄が大正 7 年月日～大正 7 年月日に
新聞「時事新報」に連載した長篇小説『蛍草』。「千葉氏」は時事新報社社会部長の千葉
亀雄。「紅緑氏」は新聞小説作家として名を馳せた佐藤紅緑、「路二つ」は紅緑が大正 6年 10































































































































































は『万法精理』や『英和通信』（明治 16 年に和装四冊で出版、明治 20 年に洋装一冊で出
版）、そして坪内逍遙『当世書生気質』などがある。宮内省蔵版・吉川半七発行の『婦女
鑑』のように、明治 20年の和装本出版ののち明治 38年に突如としてハードカバーが出る
本もあり、和装本からハードカバーへと本の形が移行していく、その一過程として『水沫
集』をとらえることもできるかもしれない。しかし和装袋綴じ複数冊を洋装袋綴じ一冊に
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綴じかえる（あるいは『書生気質』のように、袋綴じを単葉綴じにする）というこれらの
変更と、紙くるみ装一冊をハードカバー一冊に変更した『水沫集』の場合はやや異なるよ
うだ。やや近いのは『西国立志編』で、この本はかなり近い時期に、ハードカバー（数種
存す）と紙くるみ装が両方とも出版されている（ただし版元は別）。
たとえばここから、ハードカバーの装本を「洋装」ととらえる一方で紙くるみ装を「和
風」、つまり和本の流れをくむ「古い」装本のように見る視線を、解きほぐすことができ
るだろう。先述の通り、明治 10 年代にはボール表紙をつけた活字本が「洋装本」のスタ
イルとして定着しつつあったのだが、実は明治 20 年代後半に文学書などで多数を占める
「洋装本」は紙くるみ装のスタイルであり、その動向を博文館とともに牽引したのが『水
沫集』を出した春陽堂だった。和本ではなく、しかし荘重さを演出するボール表紙本より
も簡単に手にとることのできる紙くるみ装平綴じのスタイルは、博文館の「日本大家論集」
あたりから、（『舞姫』の載った「国民之友」もふくめて）明治 20 年代前半の雑誌に一斉
に採用されていく。
もちろん前述の通り、再製本の際にはハードカバーになったり四ツ目綴じになったりす
るのだから紙くるみ装がトレンドの最先端だったとばかりも言えないのだが、『水沫集』
は再版になって「洋風」の装本に変容したというより、紙くるみ装平綴じの装本をこそ「初
版」とすることで、斬新さを積極的に演出したと見ることもできる。
★本の「形」と商品としてのステイタス
近代本の「重版」はそれぞれ別の本であると認識しておいた方が、書物の流れをとらえ
てゆくにあたっては勝手のよいことが多い。
明治 39年に「改訂再版」が出て以降 10版まで同じ形の本が出続けているように見える
『改訂水沫集』も、よくよく見るといろんなところが異なっている。
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・『水沫集』初版から縮刷 9版、縮刷異装版
※「水」の４画目に注意。
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・マーブル模様は改訂初～８版まで。１０版二種類ではいずれも消える。
・「十版」二種類。別々の印刷所が別日に「十版」を刷っている。
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・8版（上）と 10版二種類。鷗外が小さくなる
※写真と目次、自序の綴じる順序が異なる版もある
★近代本の「残りかた」と「残しかた」
縮刷本『水沫集』各版にも天金や著者情報などさまざまな違いがあるが略す。以後、文
庫本、作家全集をはじめとする文学全集、翻訳、アンソロジー、名文集、教科書、受験参
考書など、さまざまな形で作品は再録されつづけていく。
一つの文章が本から本へとわたりあるいていく転写あるいは変形の連鎖と、それぞれの
本が残存しつづけてしまう滞留あるいは持続の相にこそ、日本近代における本と文学の根
本的な関係構造を見ることができるだろう。
鷗外自身がこうした書物環境の変化に非常に敏感であったことは、『改訂水沫集』の序
文に見える。いま目の前にある本は、本という入れ物の変化に応じて、また姿を変えるか
もしれない――文学者たちのこうした予感は、彼らが書いて作り出していった「文学」の
形を考えるための手がかりとなるはずである。
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【資料】「改訂水沫集序」（明治 39・5・20『改訂水沫集』）
されば改むべきをも悉くはえ改めず。断つべきを断たざるあり。続ぐべきを続がざるあり。
ひたすら行数を増減せんことをのみ恐れつ。［略］今全く破り棄てまほしきものさへ交り
たる旧稾に、襤褸を補綴するにも譬へつべき加筆する我は、まことに憫むべきかな。
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